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新潟県佐渡市 2025 年 100 年 240 日間

■居室/  ■台所/  ■浴室/  ■便所/  ■洗面所/  ■廊下/  □階段/  ■玄関/  ■ｴｸｽﾃﾘｱ/  □ﾏﾝｼｮﾝ共用部分/  □その他
147.36 169.53
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4,587万円 5,583万円
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既存建物の構造的特徴や歴史的価値を尊重し、過度な改変を避けながら安全性と快適性の向上を図った。
劣化した柱脚部や梁を適切に補修・補強するとともに、漆喰壁は極力保存・活用した。また、床暖房の導入
や断熱改修、外部建具の更新により、古民家の魅力を活かしながら温熱環境・防犯性の向上を図った。

人口減少と高い空き家率（28％）が進む佐渡島では、衰退を感じさせる農村風景の－

欠け－が地域課題となってきていた。本計画は、長年にわたり地域の営みや家族の記

憶を育んできた築100年を超える古民家を、一棟貸し宿泊施設として再生することで、

打ち捨てられがちな住宅ストックを地域の未来資産へ巧みに転換することを図った。

設計にあたっては、母屋だけでなく納屋・土蔵・庭を含めた農家本来の佇まいを一

群として継承し、地域の記憶や農村景観を継承する再生を行った。一方で、天井

を取り払い小屋組を現しとするなど、古民家が本来持つ空間的魅力を活かしなが

ら、現代の滞在ニーズに応える非日常性と快適性を付加している。ありきたりの

宿泊施設へと用途転換するのではなく、成熟社会を見据え「暮らすように滞在す

る」という現代的かつインターネットに支えられた新ライフスタイルを目指した。

本計画は単体のリフォームに留まらず、佐渡汽船が継続的に展開する古民家再生プロ

ジェクト「さどまり」の第2弾である。空き家活用による交流人口・関係人口の創出、地域

事業者との連携、農村景観の保全を図るとともに、地域経済の循環を生み出すこと、そ

れによって地域を継続的に向上させること、以上により持続的モデルの構築を念じた。

開業初年度（2025年3月～2026年3月）の宿泊実績では、冬季に大きな閑散期

を抱える佐渡島において宿泊率50％を達成し、空き家再生による地域資源活用

モデルとしての事業性と継続可能性を示した。現在は第3弾への展開も視野に

入れつつ地域に根ざした古民家再生事業をさらに継続・展開しようとしている。

□ a.ストックの有効活用 ／ □ b.技能者不足への対応 ／ □ c.地域・コミュニティの活性化 ／ □ d. 既存流通の活性化等✔ ✔ ✔

タイトル

施工設計
講評

構造

第43回 住まいのリフォームコンクール

優秀賞
古民家再生で未来へ向け農村のストック向上を図った

「佐渡古民家ステイ さどまり 泉の家」

在来木造

持家一戸建

伊藤建設（株）（株）JWA建築・都市設計

佐渡の築後100年を超える古民家を、中長期滞在型家族旅行向け１棟
貸し宿泊施設への再生である。大黒柱のある土間リビングで暮らすよ
うに滞在する時間は、佐渡の記憶として心に刻まれ、交流人口の創出を
後押しするだろう。第３弾への繋がりを期待する。


